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平成 22 年度 SGST 総会・第１回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 22 年 4 月 14 日(水) 15：40～18：00 
場所 ：名城大学 名駅サテライト 多目的室  
出席者：後藤，永田，奥村（名工大），舘石，北根，原田（名大），梶川（金沢大），木下（岐阜大），

久保，宇佐美，葛，小塩（名城大），青木（愛工大），村瀬，中野（愛知県），森谷，加藤（海洋架

橋）野田，山田健，長橋，納土（中日本HW.E），中田（日本工営），林（協和C），安藤，原田（創

建），加藤，佐藤（中日本Ｃ），原田（玉野C），澤木（セントラルC），坂井田（大日C），佐光（維

持工房），杉山（杉山設計事務所），片山，園部（JIP），穐山（コベルコ科研），山田（サクラダ），

小枝（川田），神頭，吉嶺（日車），織田，加藤，森田，松村（瀧上） 
43 名(敬称略)   

1． H22年度SGST総会（15：40～16：00） 
織田幹事長の司会で以下の報告，承認が行われた． 
(1) 代表挨拶および平成21年度の活動報告（後藤代表） 

  総会，定期研究会6回，現場見学会2回の活動に対する報告が行われた． 

(2) 研究委員会（WG）の報告（織田幹事長） 

  研究会立ち上げの趣意から活動状況の報告が行われた． 

(3) 平成21年度会計報告 

加藤幹事による会計報告後，葛幹事による監査結果の報告が行われ,会員に承認された. 

 

2． 定期研究会（16:00～17:30）（後藤代表） 

講演者：藤野陽三 教授 （東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻） 
講演項目：「橋梁インフラストラクチャのマネジメント」 

※土木学会CPD認定プログラム（JSCE10-0037） 

 
講演内容 
講演「橋梁インフラストラクチャのマネジメント」： 
東京大学橋梁研究室での研究，委員会活動等のご紹介の後，現状における海外およびわが国で

のインフラストラクチャーの点検・補修，更新に関する試みをご紹介頂いた． 
また，日米の橋梁インフラストラクチャーのストックの状況と近年の橋梁に関する重大事故の

経験を踏まえ，橋梁をマネジメントする上での診断の最新技術の紹介と，その持続再生を実現す

るためのマネジメント的な思考と技術の将来展望についてご紹介頂いた． 
本発表については参加者の関心も高く，活発な質疑応答が行われた． 

以上// 
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平成 22年 4 月 14 日 H22.SGST 第 1 回定期研究会 

 

講演題目：「橋梁インフラストラクチャーのマネジメント」 

 ※土木学会 CPD 認定プログラム（JSCE10-0037） 
講演者：東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻 教授 藤野陽三 氏 

 
会場：名城大学 名駅サテライト（愛知県名古屋市） 
講演日時：平成 22 年 4 月 14 日（水） 16:00～17:30  
 
講演要旨： 

高度経済成長期から４０年以上が経過し，わが国のインフラストラクチャーも高齢化時代を迎

えている．人口が減少するなか，膨大なインフラストラクチャーを点検・補修し，そして更新し

ていかなければならない大変な時代がすぐ先に待っている．なかでも橋梁は，重要なものほど重

交通を頻繁に受け，痛みが出やすく，その兆候はすでにところどころに見られる． 
橋梁インフラストラクチャーを管理し，その持続再生を実現することは大きな課題である．橋

梁の状態を保持し，更新していくためには，状態の把握，補修の時期・方法，長期的な状態予測

などが重要であるが，個々の橋梁の条件がばらばらで不確定性が高く，高度なレベルの技術的判

断が当然，必要となる．しかし，それだけでなく，必要な財源の見積もり，適切な運用の効果な

どの経営マネジメント的思考，広報，膨大な情報を扱うための技術などさまざまな学術がかかせ

ない． 
この講演では，日米の橋梁インフラストラクチャーのマネジメントの現状を紹介するとともに，

マネジメントの技術と将来展望についてお話する． 
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:
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Richter
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Long Term Bridge Performance –
Reference Bridge Program

Drexel University   A.Emin Aktan
University of Tokyo   Yozo Fujino

Vienna Consulting Engineers  Helmut Wenzel
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113

Reference bridge location
• Structure No.1618-150
• US 202 & NJ 23 over Boonton Rd, Norfolk Southern 

Railroad, and Alps Rd Ramps Wayne Township, Passaic 
County, New Jersey

114
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bridge)
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URL
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guest
bridge2010
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